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インドネシアにおける保税制度 

― Gudang Berikat（GB）と Pusat Logistik Berikat（PLB）― 

インドネシアは、国際競争力の強化および製造業の高度化を目的として、輸入貨物に

係る関税・輸入段階税の納税を保留（Duty & Tax Suspension）できる保税制度の整

備が積極的に進められている。その中で、外資企業（PT PMA）が実務上よく活用す

る制度が以下の 2 つの精度である。。 

• Gudang Berikat（GB）：保税倉庫 

• Pusat Logistik Berikat（PLB）：保税物流センター 

いずれも、税関電子管理システム（CEISA／SKP）による在庫管理が義務付けられているが、サプライチェ

ーン上の役割と柔軟性には明確な違いが存在する。 

 

 

制度の位置づけと活用領域 

制度 位置づけ 最適な活用領域 

PLB 広域在庫プール／複数顧客向け物流拠点 多品種（SKU）・需要変動の大きい製造業・商社 

GB 工場フィーダー倉庫（自社生産ライン向け集中供給） 自社工場向けの安定した資材供給 

 

保税対象貨物の範囲（最重要差異） 

貨物の出所 PLB GB 

輸入貨物 ✅ ✅ 

国内仕入れ（TLDDP） ✅ ※無税効果なし ❌ 受け入れ不可 

他の保税地域（TPB、KEK 等） ✅ ✅ 

 

 

業務範囲と規制上の許容行為 

比較項目 PLB GB 

最大保税期間 3年間 2年間 

認められる業務 仕分け／ラベリング／コンソリ 梱包／再梱包／Kitting／切断 等 

顧客制約 ほぼなし ライセンスにより制限（One-to-One / One-to-Many） 

取扱品目 制限なし 許可品目に限定 

役割 海外ハブ（SG／MY）の代替 生産ライン直結の供給拠点 

中小企業へのアクセス ✅ 限定的 

PLB は外部需要と変動に強い。 

GB は生産管理との一体運用に適合する。 
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コンプライアンスおよび管理負荷 

項目 PLB GB 

許認可 OSS／INSW OSS／INSW＋物理要件がより厳格 

IT 在庫管理（リアルタイム性） 必須 より厳密な追跡管理が要求される 

リスク発生時の措置 免許凍結／納税義務発生 同左（監査頻度は相対的に高い） 

運用負荷 低 高（設備内統制が必須） 

 

コストおよびキャッシュフロー効果 

効用 PLB GB 

輸入関税・輸入間接税の繰延効果 ✅✅ 長期メリット ✅ 

港湾滞留削減（Dwell Time 短縮） ✅✅ ✅ 

設備投資の必要性 低（3PL 活用可能） 高（自社施設前提が多い） 

在庫拡張性 高 制限あり 

多品種／在庫変動型の事業では PLB の経済性が優位である。 

 

意思決定のための実務ガイド 

事業状況 最適制度 根拠 

複数顧客・多品種・変動需要 PLB 在庫集約＋供給柔軟性 

自社生産ライン向け資材に限定 GB 統制とガバナンス重視 

国内調達品と輸入品の混載 PLB GB では国内品不可 

予備品（Spare Parts）の BCP 在庫 PLB 長期保管＋即応性 

高度なトレーサビリティ要求（規制対応） GB 管理制度がより厳格 

海外ハブコストの削減 PLB Indonesia Hub 化が可能 

PLB＝入口での在庫バッファ；GB＝出口（工場）直結の安定供給 

両社を組み合わせた二層構造が、最適なサプライチェーン設計の鍵となる。 

 

 

結論 

 PLB：アクセス性・在庫効率の最大化 

 GB：生産資材統制の最適化 

 PLB＋GB 併用モデル：最も高いパフォーマンスを実現 

すなわち、保税戦略とは「収益性向上とリスク低減の両立」である。先進的な外資企業は、保税制度を「単

なる申請業務」ではなく、サプライチェーン競争力の源泉と位置づけている。 
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「フェアコンサルティング インドネシア ニュースレター」本文の内容の無断での転載、再配信、掲示板の掲載等はお断りいたします。 

「フェアコンサルティング インドネシア ニュースレター」で提供している情報は、ご利用される方のご判断・責任においてご使用ください。 

フェアコンサルティンググループでは、できる限り正確な情報の提供を心掛けておりますが、「フェアコンサルティング インドネシアニュースレター」で

提供した内容に関連して、ご利用される方が不利益等を被る事態が生じたとしても、フェアコンサルティンググループ及び執筆者は一切の責任を負いかねま

すので、ご了承ください。 

お問い合わせ先 

フェアコンサルティンググループ 

〒530-0001 大阪府大阪市北区梅田2丁目5番25号ハービス  

大阪 オフィスタワー12F  

（本社）  

WEB：https://www.faircongrp.com/ 

Tel:06-6451-9201 | Fax:06-6451-9203 

e-mail: grm@faircongrp.com  

 

PT FAIR CONSULTING INDONESIA 

16th Floor MidPlaza 1 Jl. Jend Sudirman Kav 10-11 Jakarta 10220 Indonesia  

（インドネシアオフィス） 

Tel：+62-21-570-6215 | Fax：+62-21-570-6217 

Pahala Alex Lumbantoruan (Chartered Accountant)  

e-mail：alexandra@faircongrp.com 
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